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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第８期

第２四半期

連結累計期間

第９期

第２四半期

連結累計期間

第８期

会計期間
自　平成23年１月１日

至　平成23年６月30日

自　平成24年１月１日

至　平成24年６月30日

自　平成23年１月１日

至　平成23年12月31日

売上高 （千円） 655,091 808,905 1,322,465

経常利益 （千円） 38,164 156,241 52,220

四半期（当期）純利益 （千円） 14,914 63,602 16,614

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 22,735 80,015 25,440

純資産額 （千円） 974,247 1,394,326 1,305,124

総資産額 （千円） 1,824,473 2,183,501 2,212,798

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

（円） 1.23 4.85 1.35

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益金額

（円） 1.19 4.79 1.32

自己資本比率 （％） 52.6 62.5 58.3

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） 121,761 183,478 139,984

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） △50,272 △106,504 △77,905

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） △11,475 △162,477 359,562

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（千円） 731,041 1,007,167 1,092,670

　

回次
第８期

第２四半期
連結会計期間

第９期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.20 4.15

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第８期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、東日本大震災後の復興需要等により、企業収益や

個人消費に回復の動きが見られたものの、欧州債務危機や円高に加え、海外の景気下振れリスクを含む不

透明な状況で推移いたしました。

このような状況の下、当社グループは、がんワクチン療法の一つである樹状細胞ワクチン療法を中心と

した研究開発、全国の医療機関に対する営業開拓、セミナー等を通じた患者に対する情報提供、学会等での

発表を中心とした学術活動及び大学・研究機関等に対する細胞加工施設の運営受託・保守管理サービス

等を継続的に行ってまいりました。

当第２四半期連結累計期間における売上高につきましては、細胞治療支援事業が順調に推移したことに

より、808,905千円（前年同期比153,814千円増、23.5％増）となりました。利益面につきましては、売上高

の増加に加え、販売費及び一般管理費等の削減に努めたことにより前年同期と比べ大幅に増加し、営業利

益は160,952千円（前年同期比111,458千円増、225.2％増）、経常利益は156,241千円（前年同期比118,077

千円増、309.4％増）、四半期純利益は63,602千円（前年同期比48,687千円増、326.4％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間における報告セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

①細胞治療技術開発事業

細胞治療技術開発事業は、樹状細胞ワクチン療法を中心とした独自のがん治療技術・ノウハウの提供を

契約医療機関に行っております。

患者に対する情報提供活動につきましては、「がん治療セミナー」を当社契約医療機関と共同で、宮城

県、東京都、愛知県、京都府、広島県及び福岡県にて開催いたしました。

当第２四半期（４月～６月）の樹状細胞ワクチン療法の症例数は約380症例となり、当社設立以降の累

計で約5,650症例となりました。

当第２四半期連結累計期間における売上高につきましては、症例数が概ね順調に推移したことにより、

607,102千円（前年同期比11,601千円増、1.9％増）となりました。営業利益につきましては、減価償却費の

減少に加え、コスト削減への取り組み等により前年同期と比べ大幅に増加し、107,321千円（前年同期比

84,162千円増、363.4%増）となりました。

　
②細胞治療支援事業

細胞治療支援事業は、研究機関、医療機関からの細胞加工施設の運営受託及び保守管理サービス、並びに
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消耗品、装置の販売及び販売サポート等を行っております。
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当第２四半期連結累計期間における売上高につきましては、バイオメディカ・ソリューション株式会社

を平成23年２月に連結子会社化したことにより、当四半期すべての期間に寄与したこと、また販売サポー

ト及び保守管理サービス等の新規受注が順調に推移したことにより前年同期と比べ大幅に増加し、

201,803千円（前年同期比142,213千円増、238.7%増）となりました。営業利益につきましては、受注拡大に

伴う売上原価の増加があったものの、前年同期と比べ大幅に増加し、53,631千円（前年同期比27,295千円

増、103.6%増）となりました。

　

(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、1,007,167千円となり、前連結会計年度

末と比較して85,502千円の減少となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは183,478千円の増加（前年同四半期は121,761千円の増加）とな

りました。その主な内訳は、税金等調整前四半期純利益146,482千円、減価償却費78,259千円、売上債権の増

加11,742千円、仕入債務の増加25,545千円、前払費用の増加32,987千円、法人税等の支払額22,086千円であ

ります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは106,504千円の減少（前年同四半期は50,272千円の減少）となりま

した。その主な内訳は、事業所等及び基盤提携医療機関支援のための有形固定資産の取得による支出

77,038千円、無形固定資産の取得による支出27,560千円であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは162,477千円の減少（前年同四半期は11,475千円の減少）となりま

した。その主な内訳は、長期借入金の返済による支出85,200千円、社債の償還による支出62,200千円、リー

ス債務の返済による支出24,078千円、新株予約権の行使による株式の発行による収入9,023千円でありま

す。

EDINET提出書類

テラ株式会社(E22621)

四半期報告書

 5/22



　

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は66,373千円であり、

これらはすべて「細胞治療技術開発事業」におけるものであります。

当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 52,296,000

計 52,296,000

　

②　【発行済株式】

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数（株）

(平成24年６月30日)

提出日現在

発行数（株）

(平成24年８月７日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 13,137,00013,137,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

完全議決権株式で株主の
権利に特に制限のない株式
単元株式数　100株

計 13,137,00013,137,000－ －

(注)提出日現在の発行数には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権等はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
― 13,137,000 ― 593,017 ― 464,694

　

(6) 【大株主の状況】

平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

矢崎　雄一郎 東京都港区 4,388 33.40

旭化成株式会社 大阪市北区中之島3-3-23 697 5.30

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜2-4-6 288 2.19

藍澤證券株式会社 東京都中央区日本橋1-20-3 285 2.17

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内1-6-6 226 1.72

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町1-4 165 1.26

株式会社日立製作所 東京都千代田区丸の内1-6-6 135 1.03

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木1-6-1 119 0.90

堀永　賢一朗 東京都渋谷区 110 0.83

マネックス証券株式会社 東京都千代田区丸の内1-11-1 103 0.78

計 　 6,519 49.62
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(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式　　　　　 200

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,135,200 131,352

完全議決権株式で株主の権利に特

に制限のない株式

単元株式数　100株

単元未満株式 普通株式 1,600 － －

発行済株式総数 　 13,137,000－ －

総株主の議決権 － 131,352 －

　

②　【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 東京都千代田区麹町四丁
目７番地２

200 － 200 0.00
テラ株式会社

計 － 200 － 200 0.00

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年

４月１日から平成24年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,092,670 1,007,167

受取手形及び売掛金 338,881 350,624

原材料 4,540 2,903

前払費用 52,984 85,839

繰延税金資産 5,874 9,517

その他 19,126 19,401

貸倒引当金 △8,437 △8,437

流動資産合計 1,505,641 1,467,018

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 247,186 229,721

工具、器具及び備品（純額） 185,813 227,806

リース資産（純額） 95,493 72,620

有形固定資産合計 528,492 530,148

無形固定資産

ソフトウエア 7,902 8,430

ソフトウエア仮勘定 7,560 26,460

特許実施権 19,291 17,041

無形固定資産合計 34,753 51,932

投資その他の資産

投資有価証券 46,750 37,003

敷金 69,163 63,960

保険積立金 7,724 9,655

繰延税金資産 15,998 18,121

その他 6,383 7,608

貸倒引当金 △2,109 △1,946

投資その他の資産合計 143,910 134,402

固定資産合計 707,156 716,483

資産合計 2,212,798 2,183,501
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,200 36,745

1年内償還予定の社債 124,400 121,400

1年内返済予定の長期借入金 158,200 142,200

リース債務 44,432 38,958

未払金 59,714 39,188

未払法人税等 22,867 74,471

その他 19,135 20,667

流動負債合計 439,949 473,631

固定負債

社債 209,100 149,900

長期借入金 138,900 69,700

リース債務 59,190 40,574

長期預り敷金 55,741 50,537

資産除去債務 4,792 4,831

固定負債合計 467,724 315,543

負債合計 907,673 789,175

純資産の部

株主資本

資本金 588,418 593,017

資本剰余金 460,095 464,694

利益剰余金 242,767 306,370

自己株式 △258 △270

株主資本合計 1,291,023 1,363,812

少数株主持分 14,101 30,514

純資産合計 1,305,124 1,394,326

負債純資産合計 2,212,798 2,183,501
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 655,091 808,905

売上原価 216,180 271,599

売上総利益 438,910 537,306

販売費及び一般管理費 ※
 389,416

※
 376,354

営業利益 49,494 160,952

営業外収益

受取利息 70 95

不動産賃貸収入 42,468 40,277

助成金収入 910 533

その他 1,089 3,004

営業外収益合計 44,538 43,910

営業外費用

支払利息 6,295 5,018

社債利息 1,196 1,517

不動産賃貸原価 42,468 40,277

株式交付費 173 174

支払保証料 571 720

その他 5,163 913

営業外費用合計 55,868 48,621

経常利益 38,164 156,241

特別利益

負ののれん発生益 4,274 －

貸倒引当金戻入額 23 －

新株予約権戻入益 15 －

特別利益合計 4,313 －

特別損失

固定資産除却損 170 11

固定資産廃棄損 51 －

投資有価証券評価損 － 9,747

リース解約損 26 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,073 －

特別損失合計 1,321 9,758

税金等調整前四半期純利益 41,156 146,482

法人税、住民税及び事業税 26,129 72,234

法人税等調整額 △7,708 △5,766

法人税等合計 18,421 66,467

少数株主損益調整前四半期純利益 22,735 80,015

少数株主利益 7,820 16,413

四半期純利益 14,914 63,602
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 22,735 80,015

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 22,735 80,015

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,914 63,602

少数株主に係る四半期包括利益 7,820 16,413
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 41,156 146,482

減価償却費 98,226 78,259

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △162

受取利息及び受取配当金 △70 △95

支払利息及び社債利息 7,491 6,535

負ののれん発生益 △4,274 －

助成金収入 △910 △533

株式報酬費用 534 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 9,747

固定資産除却損 170 11

固定資産廃棄損 51 －

保険解約損益（△は益） 4,376 －

株式交付費 173 174

リース解約損 26 0

新株予約権戻入益 △15 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,073 －

売上債権の増減額（△は増加） 21,844 △11,742

たな卸資産の増減額（△は増加） － 1,636

仕入債務の増減額（△は減少） 1,280 25,545

前払費用の増減額（△は増加） △40,389 △32,987

未収入金の増減額（△は増加） 7,132 △46

未払金の増減額（△は減少） △9,964 △12,223

未払費用の増減額（△は減少） 1,581 733

未払消費税等の増減額（△は減少） 583 1,531

その他 2,748 △6,985

小計 132,801 205,881

利息及び配当金の受取額 70 95

利息の支払額 △8,031 △6,577

助成金の受取額 － 4,761

法人税等の支払額 △3,079 △22,086

法人税等の還付額 － 1,405

営業活動によるキャッシュ・フロー 121,761 183,478
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △64,557 △77,038

有形固定資産の売却による収入 30 25

無形固定資産の取得による支出 △5,951 △27,560

保険積立金の積立による支出 △1,931 △1,931

保険積立金の解約による収入 7,980 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 5,203

長期預り金の返還による支出 － △5,203

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

14,156 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △50,272 △106,504

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 100,000

短期借入金の返済による支出 △117,200 △100,000

長期借入れによる収入 150,000 －

長期借入金の返済による支出 △59,200 △85,200

社債の償還による支出 △53,000 △62,200

リース債務の返済による支出 △21,079 △24,078

割賦債務の返済による支出 △15,968 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 11,714 9,023

新株予約権の発行による収入 220 －

自己株式の取得による支出 － △11

配当金の支払額 △6,961 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,475 △162,477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 60,013 △85,502

現金及び現金同等物の期首残高 671,028 1,092,670

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 731,041

※
 1,007,167
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年１月１日　至平成24年６月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　 前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年６月30日)

給与及び手当 74,860千円 70,864千円

研究開発費 41,142千円 66,373千円

広告宣伝費 83,378千円 56,252千円

役員報酬 41,490千円 52,440千円

支払報酬料 46,500千円 32,381千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　 前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年６月30日)

現金及び預金勘定 731,041千円 1,007,167千円

現金及び現金同等物 731,041千円 1,007,167千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月17日

臨時取締役会
普通株式 7,247 0.60平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

細胞治療技術
開発事業

細胞治療
支援事業

計

売上高 　 　 　
　 　

　

  外部顧客への売上高 595,501 59,590655,091655,091 － 655,091

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 595,501 59,590655,091655,091 － 655,091

セグメント利益 23,158 26,335 49,49449,494 － 49,494

(注)セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

細胞治療技術
開発事業

細胞治療
支援事業

計

売上高 　 　 　
　 　

　

  外部顧客への売上高 607,102 201,803808,905808,905 － 808,905

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 607,102 201,803808,905808,905 － 808,905

セグメント利益 107,321 53,631160,952160,952 － 160,952

(注)セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第２四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日

　至　平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年１月１日

　至　平成24年６月30日)

(1)　１株当たり四半期純利益金額 1.23円 4.85円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 14,914 63,602

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 14,914 63,602

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,165 13,111

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1.19円 4.79円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 391 175

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

第５回新株予約権　10,000個
第６回新株予約権　80,000個
第７回新株予約権　44,000個
　

－

　

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年８月７日

テ ラ 株 式 会 社

取 締 役 会  御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
　　　　
業務執行社員

　 公認会計士    矢　野　浩　一    印

　
指定有限責任社員
　　　　
業務執行社員

　 公認会計士    片　岡　久　依    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテ
ラ株式会社の平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年１月１
日から平成２４年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テラ株式会社及び連結子会社の平成２４年６
月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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